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あらまし：アパプランシャ語はインド語派の中期インド語に属する言語である。中期インド語から近代インド諸語へ至

る過程は未だ不明瞭であり、その間アパプランシャ語はその解明のために重要である。しかし長期間広い地域で使

用されたため、言語的に多様な変異を含み、言語事象のみでの分析は困難である。そこで文献がすべて韻文であ

ることを利用し、 DB化した作品群をもとに各詩節と韻律の発展過程を分析し、一定の分類基準を見出す。

Sununary: Apabh.rainsa language is a one of Middle Ii油 cLanguages. Though Apabhranisa is important for study of 

Historical fodic Linguistics, there are plenty of different words, morphological forms and meters. This paper applied 

the Decision Tree classifier皿 dthe Naive Bayes classifier to Apabhra謳acorpus for discovering the conditions of 

these differences. Therefore, we found a new clue for classification of Apablrramsa lai1guage 

キーワード：データベースコーパスアパプランミ／ャ語、文書分類、機械学習
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1. アパブランシャ語の概要

本稿はインド・ヨーロッパ語に属するアパブランシャ

語についてコーパスと韻律情報を用いて年代推定を

目的とする。まずアパブランシャ語の歴史的位置づけ、

使用状況および言語特徴について概説する。

インド語(Indic,Indo-Aryan)は紀元前 1900年ごろ

からその資料が入手可能な言語であり、またその後も

絶え間なく言語資料を作り出し、伝えてきた言語であ

る。そのため言語がどのように変化するのかを探る上

で重要な言語である。本発表でとりあげるアパブランシ

ャ語(Apabhra111sa)はインド語の歴史の中では中期イ

ンド語の最新層に分類される言語である。（図表1参

照）

中期インド語には多くの言語が含まれ、多様な文献

が多く残されている。しかし、それらの歴史的および地

域的な整理についてはそれ以前の古期インド語や、ヒ

ンディー語をはじめとした新期インド語と比べ、あまり

すすんでいないのが現状である。特に現在インド各地

で使用されている新期インド諸語とどのような関係があ

るのかがいまだ不明なままである。その原因として各言

語における言語特徴が錯綜しており、それぞれの地域
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図表 1インド語の歴史

における新期インド語と簡単に関連づけられないこと

がある。そのような状況の中で中期インド語の中でもも

っとも新しいとされるアパブランシャ語は新期インド語

への展開を考える上で重要な言語である。

アパブランシャ語は紀元六世紀ごろから十七世紀

頃までインド西部を中心に北インドの各地で用いられ

た言語である。言語名である「アパプランシャ」はサン

スクリット語で「堕落した」を意味することから、元来は

ー地方語であり、サンスクリット語およびマハーラーシ

ュトラ語やシューラセーナ語といった早くから文章語と



して高い地位にあった言語とは異なった扱いを受けて

いたことが推測できる。それが具体的にどのような経緯

によって文章語となったかは未だ定かではないが、徐

宗教詩や宗教説話の分野での使用が徐々に広がり、

十二世紀に至るとグジャラート地方のジャイナ教徒へ

ーマチャンドラ(Hemacandra)により文法や詩作法に関

する作品が著され、一定程度の規範化がなされるまで

になった。その後インド西部においてジャイナ教徒が

中心となって類似した形式で多くの説話作品が作られ

た。それに対しヘーマチャンドラ以前から相当数の作

品がアパブランシャ語で作られている。そのため、言

語特徴上多くの差異を含むテキスト群が残っている。

それらの言語特徴はその作成地域にもとづき図表2の

ように分類可能である。

カシミール・アハブランシャ厖

地域とジャンル

西部アパプランシャIii

。
I ジャイナ教皿 l 
eご.1て世杞

8-10世紀

図表2アパブランシ・語の地域とジャンル

この分類は新期インド語との関連を示唆するため、

同様の分類から各地のインド語との関連づける試みが

なされてきた,Iしかし、これまでの研究により、そのよう

な地域的な特徴と結びつけることは難しいことがわか

ってきた。むしろある特定地域の言語が一時的に北イ

ンドの広い地域で使われた時代が存在したと考えるの

が妥当である。実際に使用されてきた時期の長さ、制

作された作品の多さ、また文学スタイルの伝統が類似

を考えるとインド西部地域の言語であった可能性が嵩

い。そうした場合、アパプランシャ語に含まれる差異を

地域性とは別の形で説明する必要が出てくる。本稿で

はそれを文章語としての定型化の過程の中で生じたも

のと捉え、ヘーマチャンドラによる規範化以前に各地

での流行が終わってしまったため、インド西部以外の

地域では規範化の途上の特徴を有していると解釈す

る。Bube瓜k(l998)はアパブランシャ語が他の諸言語と

ともに文章語として採用されていく過程を図表 3のよう

に示している。

次にアパブランシャ語の言語特徴であるが、インド

語の歴史は大まかに言ってサンスクリット語のように複

雑な語尾変化で単語間の関係を示す方法から、語尾

1 Tagare (1948) 

OIA r .. ,, 
MIA L"' 

MJA '"、ヽ,.,

変

図表 3インド文章語の展開(Bubenr k 1998) 化を

(OIA: 古期インド語、 MIA・中期インド語、 NIA新規インド語）
単

純化し語順と後置詞によって文法機能を表すという方

法に大きく変化した。 アパプランシャ語はその過程の

ちょうど中間に位置するため、どちらの特徴も有してい

る。Bubenik(l998)はインド語の文法構造における歴

史的変化という枠組みの中でアパプランシャ語を分析

している。そこで示される特徴は次の四点である。

1形態的に示される格語尾が減少し、また単純化さ

れているため、格標示のための形式がほとんどの語

幹に共通している。そのため後置詞とみなしうる語

が登場してきている。

II未完了、アオリスト、完了をー語の活用で表す定

動詞の形式が完全に消滅する。それにより過去を

表現する形式が過去受動分詞のみになる。

Ill本来は「立つ」や「ある」を意味する動詞が助動

詞的な役割を持ち、それが現在分詞や過去分詞と

共に使われて進行や完了などのアスペクトを表して

いる。

IV過去の表現が過去受動分詞のみになった結果、

完了表現における能格構造の成立が見られる。つ

まり、自動詞主語と他動詞目的語が同じ形式を取り、

他動詞主語が独自の形を取っている。

上記をまとめると一つの文法的機能を複数の語で示

すいわゆる孤立語的な傾向を示している。それに加え

てIVでは能格構造の出現が見られる。屈折型から孤

立型へ、そして主格構造から能格構造という大きな変

化の途上にあるのである。このような中間的な性格を

持つ言語を分析し、他の典型的な構造を持つインド語

以外の諸言語との比較により、言語構造一般の理解

にとって得るところの多いものとなる。上に挙げた諸特

徴は全て近代インド諸語と共通する。しかし、動詞の

活用の体系が存続しているなど、古い屈折的な性格も

持つ。インド語史の観点からみれば、まさに中間的特

徴を有する言語である。
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2. アパブランシャ語コーパス作成の試み

本稿で用いたコーパスは以下のテキストから構成さ

れている。便宜的に図表 2で示した地域区分ごとに示

す。また制作年代を付しているが、インドの古典文献

一般の特徴として作品の年代がはっきりとわからない

ことが多い。この中で年代推定の確度が高いのは当時

の碑文から確認が取れるヘーマチャンドラのみであり、

ほかは相対的な年代推定に基づくものがほとんどであ

る。

西部アパブランシャ語

『ヴィクラム王とウルヴァシー』（部分）

カーリダーサ作、 6世紀？

古典サンスクリット文学の代表的な詩人であるカーリダ

ーサの手になる戯曲作品。主人公のヴィクラム王が悲

しみで我を忘れた際の台詞がアパプランシャ語である。

アパプランシャ語の最古の用例となるが、その部分が

欠ける写本の系統も存在するため、真偽について意

見が割れている。

『パドマの行跡(Paumacariu)』(PC)

スヴァヤンブー作、 9-10世紀

インドの代表的な叙事詩である『ラーマーヤナ』はバラ

モンあるいはヒンドゥーの価値観で書かれた物語であ

るが、それをジャイナ教の教義に合わせて再構成した

作品。DeClercq (2003)により電子テキストが提供され

ているため、それを用いてコーパスを作成。

『ハリシェーナの行跡(Harise,:,acariu)』10世紀以降')

ジャイナ教説話では六十三偉人という伝説上の人物

の伝記を大枠としてその中に種々雑多な題材を含ま

せる形式の作品が多い。この作品もその偉人の一人

の伝記の形式をとった作品である。

『サナトクマーラの行跡(Sanatkumaracarita)』（部分）

ヘーマチャンドラ、 12世紀

アパプランシャ語の規範化を進めたヘーマチャンドラ

これら東部アパプランシャ語作品はすべて仏教徒によ

るものであり、密教の教義を伝える韻文となっている。

カシミール・アパブランシャ語

『タントラ網要(Tantrasiira)』（部分）

アビナヴァグプタ作、 10-11世紀

同著者の宗教理論書である『タントラ・アーローカ』の

綱要であり、各章の末尾がアパプランシャ語の韻文と

なっている。

『聖典騒動(Agamadambara)』（部分）

ジャヤンタバッタ作、 9-10世紀？

戯曲作品。正統バラモンを自認する主人公が他の宗

教宗派を攻撃する作品。登場人物のうちニーラーンバ

ラという宗派の行者がアパブランシャ語の韻文を歌い

ながら登場する。

以上8種のテキストを入力し、単語単位に分割し、コー

パスとして利用している。インド古典語の言語処理に

おいてしばしば問題となる連声(sandhi戸の問題である

が、アパブランシャ語では原則連声の現象は消失して

いるため、その問題は生じない。また複数の名詞を複

合語として圧縮し句や文に近い機能をもたせる複合語

生成もインド古典語に特有の現象だが、作成したコー

パスでは標を付与した上でー語として数えている。

地域 トークン タイプ タイトル トークン タイプ

DKK 444 319 
東部 303'.! 1718 

DKS 2588 1399 

HC 5439 2942 

PC 98651 32208 
西部 111815 39806 

SC 7548 4528 

vu 177 128 

AD 106 90 

による作品。全体としてはサンスクリット語の作品だが、 カシ 508 
TS 

433 

アパブランシャ語部分も存在する。

東部アパブランシャ語

『ドーハーの宝庫(Dohiiko$a)』

カーンハ作、 7-12世紀？

『ドーハーの宝庫』

サラハ作、 11-12世紀？

402 343 

合計 115355 41957 

図表4各テキストの語数

2 J吾末の音と次の語の語頭の音がそれぞれの音の種類に
より変化して結合する現象。表記上一体化してしまい区

分できない場合もある。
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4. アパブランシャ語の地域差と格語尾

アパプランシャ語の中でも特に名詞の格機能を示す

曲用語尾は多様な形式を有している。規範化を試み

たヘーマチャンドラもその文法書『言語概説

(Sabdiim函 sana)』では様々な形式を並列している。た

とえば名詞の中でもっとも数の多い a語幹男性名詞

は 8.4.331—339,342,346,347 で規定され、図表 5 の

ようになる。

単数 複数

主格 deva,deva,devu,devo deva, devii 

対格 deva,deva,devu deYa, devii 

具格 I <kv＆匹,"'oo,Jc,., 瓜,. deYahi111, 

devahi111, devehi111 

属与格 deva, devii, devasu, deva, deva, 

devasu, devaho, devahatp, 

deviiho, devassu devaharp 

奪格 I 由四h,,de過,, devahu111, 

devahu,devahu devahutp 

所格 devi, deve devahitp, devahi111 

図表 5a語幹男性名詞の変化表

このように同じ機能に複数の語形が含まれることが

多々見られ、同一作品内であっても複数出現すること

がある。そのため、言語特徴を分析する上で、基準と

なる形式が何であり、どういった条件で使い分けられて

いるのかを突き止める必要がでてくる。

山畑(2011)では韻律の制限のために同一作品にお

いても異なる形式が出現するのではないのかと考え、

調査した。コーパス中『パドマの行跡』に対象を絞り、

分析を行った。韻律は特に各句の末尾に制限をかけ

ることが多いため、格を示す語尾形式の中でも特徴的

なものを用いて韻律との関係を探った。その数は図表

5のようになる。属与格と奪格を一つにまとめているた

め、ヘーマチャンドラの解釈とは異なるが、校訂者の

De Clercqの判断を優先した。図表 5に見られる語尾

形式のうち-a,:za,-mmiはごく少数のため無視すること

にしても、具格単数、与属奪格単数、与属奪格複数に

おいては韻律の制限によって違いが出ているように思

える。これらを図示すると、図表 7から図表9のようにな

る。

制限無し 制限有り

ef!l 1539 653 

具格単数 e9a 2011 l 150 

enam 30 80 

ho 2188 911 

属与奪格単数 SU 254 170 

ssa 55 2 

具格複数 ebim 1512 845 

bu 343 94 

属与奪格複数
huip 619 335 

harp 278 158 

ana ， 20 

所格単数
mm． 1 8 

゜ahiqi 332 54 

図表 6韻律の制限と格語尾
lnstrtaenta1Si心ular

口

二 I I 

図表 7韻律制限の有無にもとづく具格単数の頻度

図''"'如"'匹Ahl●,, 匹''""''"

□ 
図表 8韻律制限の有無にもとづく与属奪格単数の頻度

加ti~知"'"ゆ'"''祀'""'

―

―

 

=•” I□□  

固表 9韻律制限の有無にもとづ奪属与格複数の頻度

14 

＇ 



い
f

[

[
、

．
 

-
.

-
―
―
―
 

↓

^
．
^
9
濾

9
,

．．
 

、.‘.•• 
9
≫

、..
 

これらの図から韻律の制限がかかることによって次のよ

うな影響が出ていることが観察される。
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図表 10具格複数-ehi117と他要素との関係
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図表 11所格-ahil/1と他要素との関係（それぞれの図の意

味は図 4.-ehiqlと同様）
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ただ、上記のような表現では全体数から判断される

のみで分布の様態までは表現できない。そこで山畑

(2011)に加えてテキスト全体をいくつかのかたまりに

分割して、それらのかたまりの性質がどのように分布す

るかを検討した。

『パドマの行跡』は複合語もー語と考えると総語数

98875である。これを便宜上 100個の語連続に分け、

おおよそ 1000語ごとのかたまりを作り、それぞれの中

で語尾形式や韻律などの出現をカウントし、その分布

との関係を調べた。

上記で併用される複数の格語尾が検討されなかった

具格複数-ehi111、および所格-ahir/1は比較対象がない

ため、図表 5では出現数の多寡で検討しうるだけだが、

テキスト全体を分割することにより、その分布状況がわ

かる。図表 10と11はそれを図示したものである。横軸

には一つのかたまりにおけるそれぞれの語尾形式の

出現数、縦軸にはそれと関係があると思われる要素を

とっている。 4枚の図のうち下の二枚はそれぞれ脚末

の語数と韻律制限を受ける語数との関係を示している。

-ehhpも-ahi,r,もその二要素とは関係が見られない。上

二枚はそれぞれの形式のうち、韻律による制限の有無

によって分け、それぞれの出現数をみたものである。

すでに下の二枚から脚末という要素や制限という要素

のみとは相関がないことがわかっているため、それぞ

れの語尾形式における制限の有無という観点から検

討することができる。 -ehi111については制限の有無にか

かわらず、正の相関をしめしている。それに対して

-ahi'!1は制限なしの場合には正の相関を示すが、制限

ありの場合は相関を示しているとはいいがたい。

図表 10と11から言えることは-ehi,r,はどちらの場合

でも同様に分布するが、 -ahir/1は制限なしの場合のみ、

全体の数に呼応しており、制限ありの場合にかなりラン

ダムな出現をするということである。

このように韻律と語尾形式の間には一定の関係があ

ることがわかる。そのため韻律情報を言語分析に利用

することによってより詳細な情報を得られる可能性があ

る。
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5. 学習による分類

現在コーパスに格納されているテキストについて現

在存在するカテゴリー分類は末だ確定したものではな

い。そのため、何らかの形での検証が必要である。本

稿では単純にテキストにおける単語の出現数に基づき、

分類を試みる。手法として決定木およびナイープベイ

ズを利用した。本章では複合語を分割して利用する。

まず検証として『パドマの行跡』について構成の最小

単位にあたるカダヴァカごとに文書を分割し、 1414の

文書を作成した。本作は全体で『ヴィドヤーダラ・カー

ンダ』、『アヨーディヤー・カーンダ』、『スンダラ・カーン

ダ』、『ユッダ・カーンダ』、『ウッタラ・カーンダ』の5部か

ら構成されている。これについてまず決定木の手法に

より部別の学習を行った。 200以上のカダヴァカに出

現する語彙 34語の出現数を因子として決定木を作成

し、それによる自動分類を行った。

予測

実際 ayodl1ya suudarn unru~ vidyadbara 

avodhva 342 

゜ ゜ ゜
sm1da1a 

゜
210 

゜ ゜
uttarn 

゜
7 48 16 

,,dyadharn 

゜
6 35 63 

)'Uddba 

゜
2 31 17 

図表 12決定木による『パドマの行跡』部別

の学習と予測結果

yuddha 

゜
゜

154 

198 

283 

これを見ると『パドマの行跡』においては『アヨーディ

ヤー・カーンダ』と『スンダラ・カーンダ』は語彙から判

別可能であるが冒頭の『ヴィドヤーダラ・カーンダ』、お

よび後半部の『ユッダ・カーンダ』と『ウッタラ・カーンダ』

では語彙からは判別しかねることがわかる。

さらに別の視点からの分類として『パドマの行跡』以

外の7つのテキストをナイーブベイズの手法により学習

させ、『パドマの行跡』の各カダヴァカがどの作品に分

類されるかを見てみた。図表 12がその結果である。結

果からは時代や地域とは異なった分類が示唆される。

『ハリセーナの行跡』と『ドーハーの宝庫（サラハ）』は地

域的にはインドの西部と東部、宗教もジャイナ教と密

教化した仏教というように異なる。また『ハリセーナの行

跡』と『パドマの行跡』は同地域、同ジャンルで近いの

は納得できるが、『サナトクマーラの行跡』も同種のもの

であるにもかかわらず、分類されたカダヴァカ数はかな

り少ない。

16 

カダヴァカ
タイトル 1地域 時代 I分類数

HC 1西部 10世紀以降？ 507 

OKS l東部 11-12世紀？ 495 

AD 1カシミール 9-IO世紀？ 168 

DKK I東部 7-12世紀？ 130 

vu 1西部 6世紀？ 106 

SC 1西部 12世紀 5 

TS 1西部 10-11世紀 4 

図表 13ナイーブペイズによって作成した分類によって、『パドマ

の行跡』 (9-10世紀）の各カダヴァカを配分した結果

この結果からは地域やジャンルよりもむしろ時代的な

傾向が読み取れる。これはアパブランシャ語文献群内

に存在する多様な差異が地域的な影響によるもので

はなく、文章語として整理されていった段階の違いに

よるものであるという考えに合致する。

このようにデータベースを利用することによって新た

な視点からアパブランシャ語の分類を見直すことが可

能となった。手法の適用方法をより洗練させることによ

り、さらに有益な結果がでてくることが予想される。
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